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課題名 地域における集落営農法人のコンサルテーション手法の検討 

１ 調査研究チームの構成  高光 尚、末廣雅信、水津祐一 

２ 課題の目的 

南すおう管内では農業生産法人が経営複合化を図る品目として麦、大豆、たまねぎやキャベツ

を中心に導入している。 

農事組合法人Ｕでも、これらの品目の他に数品目の畑作物を加えて経営複合化を実践してきた

が、特定の時期に労力の競合が生じており、問題となっていた。 

また、法人女性部が新たに加工事業に取り組むこととなり、加工事業に主体的に取り組む女性

は、これまで野菜生産の重要な担い手であったことから、栽培品目・作型等を整理して労力競合

の緩和や労働力の有効活用について、法人として取り組む方針決定を支援することを目的とする。 

３ 調査研究期間 

  平成 23年 11月～平成 25年 3月 

４ 調査研究の対象地域・場所 

  山口県柳井市 

５ 調査研究方法の概要 

(1)設置場所及び農家名 

  柳井市  農事組合法人Ｕ 

(2)検討方法 

  労働時間の分析、労力競合軽減策の提示、協議 

６ 結果の概要、成果 

(1) 労働時間の分析結果を基にした改善提案の実施 

 理事会において、以下のとおり労働競合の実態や女性の労働状況を示すとともに、改善案を提

示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ Ｕ法人の労働実績(平成 23年 12月～平成 24年 11月) 

 5月中旬から 6月中旬、8月下旬から 9月上旬、10月下旬から 11月下旬に複数品目の労力競合が観

られ、改善が必要な時期が明確となった。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 全労働時間に占める加工事業に従事する女性の労働時間 

 加工に従事することになる女性の労働力が重要であること、また野菜生産に特に重要な役割を果た

してきたことが理解された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 労働時間に注目した改善方策について 

タマネギについては作型を貯蔵中心(中生 30a、晩生 20a)に変更すること、セル苗育苗と全自動移

植機を導入すること、キャベツについては在圃性の高い品種等の導入することにより収穫時期を遅ら

せること、機械除草導入を提案した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 試算結果を基に加工所に従事すると想定される方が担っている部分を抽出した結果 

キャベツの収穫時期を遅らす。 

(在圃性の高い品種等の導入) 

タマネギの作型を貯蔵中心に変更。 

(中生 30a、晩生 20a) 

キャベツの機

械除草導入 

タマネギのセル苗育

苗と全自動移植機を

導入 



 また、経費面では近隣の法人と比較して単位面積あたりの労働時間が多く、それに係る労働費が多

くかかっているので、地域に還元することと法人経営上の利益を追求する部分のバランスを考慮する

必要性を説明した。 

 労働時間を削減するための方策として、機械の導入や選果場の活用などを提案、理解された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｕ法人(H23) Ｕ法人(H23) Ｕ法人(H24) Ｕ法人(H24) 



７ 今後の問題点 

地域の雇用の場としての法人(地域貢献)と法人経営の改善、永続性の確保のバランスをとり

ながら経営の複合化・多角化を進めていくため、人材の効率的活用を進めていく必要がある。 

 

８  普及活動上の留意点 

法人の加工部門が本格的に稼働するにあたって、法人の労働環境が激変するため、状況をしっか

り把握しながら、早期に経営的に安定するよう支援する必要がある。 

  


